
 

1 

 

第
四
十
二
回
柳
川
川
柳
学
校
報
告
書 

日
時
：
令
和
五
年
八
月
七
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

場
所
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

参
加
：
魚
森
・
菅
田
・
後
藤
・
横
田
・
若
槻
／
久
米
田
・
辻
川
・
吉
原 

  

第
四
十
二
回
柳
川
川
柳
学
校
が
令
和
五
年
八
月
七
日
（
月
）
夕
刻
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
は
八
名
で
し
た
。
前
回
最
優
秀
作
品
賞
受
賞
の
後
藤
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
・
久
米
田
校

長
の
開
会
挨
拶
か
ら
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

 
  

今
回
は
訃
報
連
絡
か
ら
で
す
。
六
月
十
四
日
に
小
谷
清
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
小

谷
さ
ん
は
第
五
回
（
平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
）
よ
り
柳
川
川
柳
学
校
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
き
な
り
最
優
秀
作
品
賞
を
受
賞
さ
れ
、
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

そ
の
作
品
の
数
々
が
横
田
さ
ん
の
朗
読
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 
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＊
雨
も
よ
し
晴
れ
は
な
ほ
よ
し
八
十
路
旅 

 
 
 
 

第
五
回
最
優
秀
作
品
（
平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
） 

＊
ウ
イ
ン
ド
の
猫
背
に
気
付
き
背
を
伸
ば
し 

 
 
 
 

第
十
回
最
優
秀
作
品
（
平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
） 

＊
生
き
て
い
る
証
に
お
く
る
年
賀
状 

 
 
 
 

第
十
五
回
優
秀
作
品
（
平
成
三
十
年
二
月
五
日
） 

＊
一
歩
ず
つ
共
に
階
段
上
が
る
猫 

 
 
 
 

第
十
六
回
校
長
賞
（
平
成
三
十
年
四
月
二
日
） 

＊
足
だ
け
は
自
信
あ
っ
た
と
杖
を
つ
き 

 
 
 
 

第
十
九
回
優
秀
作
品
（
平
成
三
十
年
十
月
一
日
） 

＊
別
腹
を
持
っ
て
出
か
け
る
バ
イ
キ
ン
グ 

 
 
 
 

第
二
十
六
回
優
秀
作
品
（
令
和
元
年
十
二
月
二
日
） 

 
 

 

謹
ん
で
小
谷
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 

 
 

  

久
米
田
校
長
が
所
要
の
た
め
中
座
さ
れ
、
七
名
が
投
票
し
自
画
自
賛
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 

菅
田
鏡
頭
の
「
ナ
ン
ダ
！
？
カ
ン
ダ
」
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
実
感
川
柳
・
合
縁
・
奇
縁
。

新
旧
の
川
柳
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

＊
名
を
馳
せ
て
知
ら
ぬ
親
戚
増
え
て
い
る 

 

＊
た
だ
一
つ
出
会
い
の
縁
で
今
が
あ
る 

 

＊
聞
き
返
す
半
分
以
上
独
り
言
（
平
成
二
十
六
年
十
月
十
五
日
作
） 
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お
待
ち
か
ね
の
各
賞
発
表
は
次
の
通
り
で
す
。 

最
優
秀
作
品
賞
～
魚
森
さ
ん
（
自
由
句
②
） 

優
秀
作
品
賞
～
横
田
さ
ん
（
課
題
句
④
）
辻
川
さ
ん
（
課
題
句
⑧
） 

校
長
賞
（
今
回
は
菅
田
前
校
長
の
選
で
す
）
～
後
藤
さ
ん
（
課
題
句
③
） 

 

不
在
者
投
句
は
投
票
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

投
句
一
覧
は
次
の
通
り
で
す
。
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 
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辻
川
校
長
補
佐
の
中
締
め
の
時
間
が
き
ま
し
た
。
次
回
は
十
月
二
日
（
月
）
で
す
。 

今
回
は
夏
休
み
と
い
う
こ
と
あ
り
通
常
よ
り
出
席
者
が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
次
回
は
多
く

の
会
員
に
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
務
員
報
告
：
吉
原 
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自
由
句 

① 

ゴ
マ
ス
リ
も
十
年
も
っ
た
マ
ア
い
い
か 

② 

老
い
先
は
運
と
成
り
行
き
金
ま
か
せ
～
最
優
秀
作
品 

③ 

誕
生
日
終
活
ノ
ー
ト
贈
ら
れ
る 

④ 

ク
ー
ラ
ー
に
勝
る
冷
た
さ
夫
婦
仲 

⑤ 

ア
ラ
ア
ト
発
令
焼
酎
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

⑥ 

そ
の
話
忘
れ
た
事
も
忘
れ
た
わ 

⑦ 

ミ
ド
リ
ガ
メ
ま
さ
か
悪
役
半
世
紀 

⑧ 

今
の
我
昭
和
時
代
の
明
治
人 

 
 

 

課
題
句
（
風
） 

① 

わ
が
人
生
柳
に
風
と
馬
耳
東
風 

② 

ミ
ニ
ス
カ
に
風
よ
吹
け
よ
と
つ
い
願
い 

③ 

扇
風
機
今
年
も
い
や
い
や
首
を
振
る
～
校
長
賞 

④ 

共
白
髪
迎
え
た
け
れ
ど
隙
間
風
～
優
秀
作
品 

⑤ 

台
風
よ
来
い
日
本
の
熱
気
を
吹
き
飛
ば
せ 

⑥ 

八
十
路
超
え
花
鳥
風
月
友
と
す
る 

⑦ 

風
向
き
が
変
わ
る
ま
で
に
は
勝
負
つ
き 

⑧ 

い
つ
吹
く
か
神
風
を
待
ち
あ
と
何
年
～
優
秀
作
品 
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不
在
者
投
句 

イ
、
梅
雨
明
け
て
そ
こ
い
ら
じ
ゅ
う
が
蝉
時
雨 

追
い
風
と
帆
を
貼
り
だ
す
も
あ
と
戻
り 

 

ロ
、
ま
た
値
上
げ
‼
「
お
え
ん
ど
う
す
り
ゃ
～
」
ネ
を
上
げ
る 

外
、
熱
風 

家
内
は
、
年
中 

隙
間
風 

  

作
者
紹
介
～
①
菅
田
②
魚
森
③
後
藤
④
横
田
⑤
久
米
田
⑥
若
槻
⑦
吉
原
⑧
辻
川 

 
 
 
 
 

不
在
者
イ
亀
池
ロ
伊
藤 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
完
） 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   


